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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月22日(2008.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　コード位相トラッキング方法であって、
　（ａ）　ターゲット擬似ランダム雑音コードを含むサブジェクト信号を受信するステッ
プと、
　（ｂ）　ターゲットコードに対応する早期及び遅延レプリカコードを含む一連の信号を
発生させるステップと、
　（ｃ）　サブジェクト信号と早期及び遅延レプリカコード信号とを相関させ、早期及び
遅延相関値それぞれを返すステップと、
　（ｄ）　早期及び遅延相関値から導出され、コード位相誤差ゼロでの傾きが真の早期マ
イナス遅延相関関数に比べて増大している改変早期マイナス遅延相関関数から、ターゲッ
トコードとレプリカコードのコード位相誤差を決定するステップと、を含む、
　コード位相トラッキング方法。
　　【請求項２】　早期マイナス遅延相関関数を導出する前に、サブジェクト信号、早期
及び遅延レプリカコード信号、又は早期及び遅延相関値のいずれかを改変することで前記
早期マイナス遅延相関関数が改変される、請求項１に記載の方法。
　　【請求項３】　サブジェクト信号のパワースペクトルの少なくとも１つの奇数高調波
のサイズが縮小されるか又は該高調波が除去される、請求項２に記載の方法。
　　【請求項４】　サブジェクト信号のパワースペクトルの少なくとも１つの偶数高調波
のサイズが拡大される、請求項２に記載の方法。
　　【請求項５】　サブジェクト信号のパワースペクトルの帯域を高調波間で切り取って
隣接する偶数高調波を除去する、請求項２に記載の方法。
　　【請求項６】　早期及び遅延レプリカコード信号の少なくとも一方のパワースペクト
ルの少なくとも１つの奇数高調波のサイズが縮小されるか又は該高調波が除去される、請
求項２に記載の方法。
　　【請求項７】　早期及び遅延レプリカコード信号の少なくとも一方のパワースペクト
ルの少なくとも１つの偶数高調波のサイズが拡大される、請求項２に記載の方法。
　　【請求項８】　早期及び遅延レプリカコード信号の少なくとも一方のパワースペクト
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ルの帯域を高調波間で切り取って隣接する偶数高調波を除去する、請求項２に記載の方法
。
　　【請求項９】　ターゲット擬似ランダム雑音コードを含むサブジェクト信号を受信す
るアンテナと請求項１～８のいずれかに記載のコード位相相関方法を実行する信号プロセ
ッサを備える受信機。
　　【請求項１０】　サブジェクト信号のパワースペクトルが、サイズが縮小されるか除
去される少なくとも１つの奇数高調波、サイズが拡大される少なくとも１つの偶数高調波
、又は隣接する偶数高調波を除去するために高調波間で切り取られた縮小帯域のいずれか
を有するように、ターゲット擬似ランダム雑音コードを含む受信サブジェクト信号のパワ
ースペクトルを改変する信号プロセッサを備える受信機。
　　【請求項１１】　ターゲット擬似ランダム雑音コードを含むサブジェクト信号を受信
するアンテナ及び信号プロセッサを備える受信機であって、該信号プロセッサが、ターゲ
ットコードに対応する早期及び遅延レプリカコードを含む一連の信号を発生させる発生器
と、サブジェクト信号と早期及び遅延レプリカコード信号を相関させ、早期及び遅延相関
値それぞれを返す相関器と、コード位相誤差ゼロでの改変早期マイナス遅延相関関数の傾
きが真の早期マイナス遅延相関関数に比べて増大するように早期及び遅延相関値から導出
した改変早期マイナス遅延相関関数から、ターゲットコードとレプリカコードとのコード
位相誤差を決定する手段を備える受信機。
　　【請求項１２】　早期マイナス遅延相関関数を導出する前に、サブジェクト信号、早
期及び遅延レプリカコード信号、又は早期及び遅延相関値のいずれかを改変することによ
って、早期マイナス遅延相関関数が改変される、請求項１１に記載の受信機。
　　【請求項１３】　サブジェクト信号のパワースペクトルの少なくとも１つの奇数高調
波のサイズが縮小されるか又は該高調波が除去される、請求項１２に記載の受信機。
　　【請求項１４】　サブジェクト信号のパワースペクトルの少なくとも１つの偶数高調
波のサイズが拡大される、請求項１２に記載の受信機。
　　【請求項１５】　サブジェクト信号のパワースペクトルの帯域が高調波間で切り取ら
れて隣接する偶数高調波を除去する、請求項１２に記載の受信機。
　　【請求項１６】　早期及び遅延レプリカコード信号の少なくとも一方のパワースペク
トルの少なくとも１つの奇数高調波のサイズが縮小されるか又は該高調波が除去される、
請求項１２に記載の受信機。
　　【請求項１７】　早期及び遅延レプリカコード信号の少なくとも一方のパワースペク
トルの少なくとも１つの偶数高調波のサイズが拡大される、請求項１２に記載の受信機。
　　【請求項１８】　早期及び遅延レプリカコード信号の少なくとも一方のパワースペク
トルの帯域が高調波間で切り取られて隣接する偶数高調波が除去される、請求項１２に記
載の受信機。
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